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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
外国人弁論大会参加者

×
市 議 会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
外国人弁論大会参加者との意見交換会

日時　10 月 13 日（日）午後 1 時～約 1 時間
場所　大月市民会館 4 階会議室

市議会（社会文教常任委員会）
  ・藤本実 委員長　　  ・山田政文 副委員長

  ・奥脇一夫 委員　　  ・山田善一 委員

  ・棚本晃行 委員　　  ・山地渉 委員

  ・天野築 委員　

意
見
交
換
テ
ー
マ
①

「
生
活
習
慣
の
違
い
で
驚
い
た
こ
と

は
？
」

　  市議会だより　第 167 号　  市議会だより　第 176 号

意見交換会参加者

　・キム   ビン   ザー　　
　・タン   テー   アウン　　
　・ホー   ティ   カムトゥ
　・タイ   ホイ   ヴェー　　
　・チャン   クウ      
　・ボリゴル   ジェネリン   ドレラ
　・ヒメネズ   アリア   メリッサ
　・ディン   グエン   ティホアン   クエン
　・ブイ   テイ   タム

特　集特　集特　集

・
第
１
回
大
月
警
察
署
管
内
外
国
人
弁

論
大
会
後
、
発
表
し
た
９
人
と
「
日
本

で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
」
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
外
国
人
実
習
生
か
ら
直

接
話
を
聞
く
こ
と
で
、
日
本
で
気
持
ち

よ
く
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に
大
切
な

こ
と
が
何
か
を
知
り
、
市
政
運
営
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

参
加
者
の
出
身
地
は
、
ベ
ト
ナ
ム
６

人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
２
人
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

１
人
で
、
参
加
者
の
実
習
企
業
所
在
地

は
、
大
月
市
５
人
、
都
留
市
３
人
、
道

志
村
１
人
で
す
。

〇
日
本
の
交
通
は
厳
し
い
規
則
が
あ
る

の
で
、
み
ん
な
安
全
に
通
行
で
き
る
。

〇
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ゴ
ミ
の
分
別
は
や
ら

な
い
の
で
、ゴ
ミ
の
出
し
方
は
難
し
い
。

で
も
す
ご
い
と
感
じ
た
。

〇
治
安
が
良
く
て
驚
い
た
。
電
車
内
で

モ
ノ
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

〇
日
本
人
は
礼
儀
正
し
く
て
驚
い
た
。

い
つ
も
挨
拶
し
た
り
、
お
辞
儀
を
し
た

り
し
て
、
そ
れ
を
見
て
感
動
し
た
。

〇
バ
ス
や
電
車
の
時
刻
が
し
っ
か
り
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
ベ
ト
ナ

ム
で
は
、
バ
ス
が
15
分
く
ら
い
遅
れ
る

の
は
当
た
り
前
。
日
本
で
私
が
６
時
30

分
の
電
車
に
乗
り
た
く
て
６
時
31
分
に

駅
に
着
い
た
ら
も
う
乗
れ
な
か
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
た
。

〇
70
歳
以
上
で
働
い
て
い
る
人
が
多
く

て
驚
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
働
い
て
い

な
い
。

〇
日
本
語
学
校
の
先
生
は
「
大
き
な
声

で
話
す
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
の
に
、

職
場
で
は
指
を
口
に
当
て
「
静
か
に
」

と
言
わ
れ
て
驚
い
た
。

〇
日
本
語
は
、
意
味
は
同
じ
で
も
表
現

が
違
う
。

外
国
人
弁
論
大
会
の
様
子

■
外
国
人
弁
論
大
会
と
は

　

大
月
警
察
署
管
内
に
在
住
す
る
外
国

人
実
習
生
が
、
国
際
交
流
・
国
際
親
善
・

相
互
理
解
等
に
つ
い
て
日
本
語
で
意
見

を
発
表
す
る
大
会
。
今
回
が
第
一
回
目

で
、
次
回
は
都
留
市
が
会
場
に
な
る
予

定
。
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意
見
交
換
テ
ー
マ
②

「
地
域
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と

は
？
」

〇
仕
事
で
何
か
間
違
う
と
外
国
人
だ
か

ら
ミ
ス
を
し
た
と
思
わ
れ
た
。
理
由
を

言
い
た
く
て
も
言
い
訳
と
言
わ
れ
て
し

ま
う
。ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

〇
物
価
が
上
が
り
困
っ
て
い
る
。
家
族

に
送
金
し
た
い
の
で
、
給
料
が
上
が
れ

ば
う
れ
し
い
。

〇
若
さ
も
力
も
あ
り
、
健
康
な
の
で

も
っ
と
た
く
さ
ん
働
い
て
稼
ぎ
た
い
。

技
能
実
習
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
の
で
、
残
業
が
増
え
る
か
、

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

助
か
る
。

〇
日
本
は
治
安
が
良
い
は
ず
な
の
に
、

自
転
車
を
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

時
、「
鍵
を
か
け
忘
れ
た
の
で
は
」
と

言
わ
れ
た
が
、私
は
鍵
を
か
け
て
い
た
。

私
の
話
も
聞
い
て
ほ
し
い
。

意
見
交
換
会
の
様
子

〇
日
本
語
は
難
し
い
の
で
失
敗
し
な
い

よ
う
に
、分
か
ら
な
い
こ
と
は
「
は
い
」

と
言
わ
ず
、「
す
み
ま
せ
ん
、
分
か
り

ま
せ
ん
」
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

〇
普
段
は
丁
寧
だ
が
、
仕
事
に
入
る

時
、
現
場
に
入
る
時
は
命
令
口
調
で
、

ち
ょ
っ
と
悪
い
言
葉
を
使
う
。
日
本
語

が
分
か
ら
な
い
の
で
優
し
く
教
え
て
ほ

し
い
。

ま
と
め

　

大
月
市
議
会
と
し
て
、
外
国
人
実

習
生
の
皆
様
と
意
見
交
換
す
る
の
は

初
で
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
る
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
場
や
日

常
生
活
で
の
苦
労
な
ど
検
討
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
語

教
育
等
に
関
す
る
支
援
、
収
入
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
国
の
制
度
改
正
の
要

望
、
地
域
住
民
と
の
相
互
理
解
を
深

め
地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
こ
と
な

ど
、
今
後
、
各
委
員
会
や
新
し
く
立

ち
上
が
っ
た
専
門
部
会
等
で
課
題
を

共
有
し
、
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
技

能
実
習
生
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
在

留
資
格
で
日
本
で
活
動
す
る
外
国
人

の
方
と
も
意
見
交
換
す
る
機
会
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質 

問
「
掃
除
な
ど
は
定
期
的
に
行
う
か
？
」

〇
最
初
は
ゴ
ミ
の
分
別
に
困
っ
た
が
、

少
し
ず
つ
慣
れ
て
習
慣
が
身
に
付
い

た
。そ
の
習
慣
は
す
ご
く
い
い
と
思
う
。

宿
舎
も
週
２
回
く
ら
い
ル
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
掃
除
を
し
て
い
る
。

意見交換会参加者

参
加
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
こ
う
し
た
機
会
が
も
っ
と
増
え
る

こ
と
で
、
日
本
の
方
々
が
日
本
で
働

く
外
国
人
の
願
い
や
気
持
ち
を
も
っ

と
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
も
、も
っ
と
頑
張
っ

て
日
本
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。

※
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
私
た
ち

の
声
が
少
し
で
も
今
後
の
政
策
に
反

映
さ
れ
、
い
い
方
向
に
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
設
け
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。

■ 外国人技能実習生とは

　外国人技能実習制度を活用し、開発途上国などの
経済発展に寄与するため、日本で技能や技術、知識
を習得するために来日している外国人のことです。

・技能移転が目的なので永住はできません。
・在留期間は最長５年で、本国に帰る必要があります。
・特定の技能の習得のために来日しているので、アル
  バ イト等の副業はできません。



大
月
市
議
会 

令
和
６
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

                                                         

８
月
30
日
～
９
月
26
日
（
28
日
間
）

今定例会の議案　　　　　　　　　　　　　　　
　

    

市
長
提
出

● 

条
例
案
件
・
・
・
・
・
・
・  

・    

５
件

● 

補
正
予
算
案
件 

・
・
・
・
・  
・    

４
件

● 

決
算
認
定
・
・
・
・
・
・
・  
・    
８
件

● 

そ
の
他
の
案
件
・
・
・
・
・  

・    
１
件

　
　
議
会
提
出

● 

請　
　
願
・
・
・
・
・
・
・  

・    

１
件

● 

意
見
書
案
・
・
・
・
・
・
・  

・    

１
件

  

主
な
議
案
の
内
容

条　
　
　
例　

◎
大
月
市
部
設
置
条
例
中
改
正

の
件

請　
　
　
願

予  

算
（ 

補  

正 

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより　第 176 号 

◎
令
和
６
年
度　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・  

地
域
活
性
化
の
た
め
の
企
業

誘
致
や
使
用
さ
れ
て
い
な
い
公

共
用
地
の
利
活
用
、
選
定
、
迅

速
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

庁
内
DX
の
推
進
な
ど
、
本
市
が

抱
え
て
い
る
行
政
課
題
に
つ
い

て
、
庁
内
を
横
断
的
に
調
整
し

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応

す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

　  市議会だより　第 176 号 4

◎
市
道
の
路
線
変
更
認
定
の
件

そ　
の　
他

・
猿
橋
町
桂
台
二
丁
目
地
内
の

市
道
の
路
線
変
更
が
認
定
さ
れ

た
。

◎
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ

ら
な
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実

施
、
中
学
校
で
の
35
人
学
級
の

実
施
、
教
職
員
定
数
改
善
、
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

・
趣
旨
を
認
め
全
会
一
致
で
採

択
と
し
、
意
見
書
を
関
係
省
庁

に
送
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

新
た
に
「
特
命
推
進
課
」

新
た
に
「
特
命
推
進
課
」

が
設
置
さ
れ
ま
す

が
設
置
さ
れ
ま
す

〇
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未

然
防
止
・
抑
制
に
よ
る
持
続
可

能
な
観
光
推
進
事
業
補
助
金 　

 

　
　
　
　
　

 

１
、１
２
０
万
円 

〇
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

等
施
設
整
備
事
業
補
助
金　

 

　
　
　
　

     

２
、１
３
９
万
円 

〇
ふ
る
さ
と
大
月
応
援
寄
附
金 

　
　

     

２
億
２
、０
０
０
万
円 

◆
歳
入

◆
歳
出

〇
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未

然
防
止
・
抑
制
に
よ
る
持
続
可

能
な
観
光
推
進
事
業 　

 

　
　
　
　
　

 

１
、６
８
０
万
円 

〇
介
護
施
設
整
備
等
補
助
事
業　
　
　

  
                   

２
、１
３
９
万
円

・ 

主
な
内
容

介
護
施
設
の
非
常
用
自
家
発
電

の
整
備
費

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〇
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
維
持
補
修

費　
　
　

          

３
０
３
万
円

・ 

主
な
内
容

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
Ａ
面
補
修
費
用



⃝

社
会
文
教
常
任
委
員
会

　  市議会だより　第 176 号

常
任
委
員
会
の
様
子

⃝

総
務
産
業
常
任
委
員
会

大
月
市
消
防
団
員
の
定
数
に
つ

大
月
市
消
防
団
員
の
定
数
に
つ

い
て
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
消
防
署
）

Ｑ　
消
防
団
員
の
定
数
削
減
は
、

　
　
割
合
で
人
数
を
減
ら
す
の

　
　
か
、
実
数
で
減
ら
す
の
か
。

Ａ　

消
防
団
員
を
９
０
０
名
か

　
　

ら
７
５
０
名
に
削
減
す
る

　
　

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
　

現
在
７
５
３
名
の
大
月
市

　
　

消
防
団
員
が
お
り
ま
す
の

　
　

で
、
各
部
の
現
在
の
実
情

　
　

に
合
わ
せ
た
削
減
を
行
い

　
　

ま
す
。

５

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て 　

   　　
　
　

     

　
　
　
　
　
（
子
育
て
健
康
課
）

Ｑ　
ど
の
よ
う
な
資
格
を
持
っ

　
　
た
方
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ

　
　
う
な
形
で
相
談
に
乗
っ
て

　
　
い
く
の
か
。

Ａ　

児
童
福
祉
士
の
資
格
を
持

　
　

ち
、
実
務
経
験
が
５
年
以

　
　

上
あ
る
方
が
ス
ー
パ
ー
バ

　
　

イ
ザ
ー
の
資
格
を
有
す
る

　
　

方
に
な
り
ま
す
。
困
難
ケ

　
　

ー
ス
に
つ
い
て
、
月
２
回

　
　

ほ
ど
来
庁
い
た
だ
い
て
、

　
　

本
市
の
相
談
員
の
方
と
相

　
　

談
を
す
る
よ
う
な
形
で
対

　
　

応
し
て
い
く
よ
う
な
形
に

　
　

な
り
ま
す
。

Ｑ　
相
談
対
応
は
今
年
だ
け
の

　
　
問
題
で
は
な
い
。
今
後
の

　
　
相
談
継
続
の
考
え
は
。

Ａ　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し

　
　

な
が
ら
来
年
度
も
引
き
続

　
　

き
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

　
　

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

JR
大
月
駅

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然

防
止
・
抑
制
に
よ
る
持
続
可
能

防
止
・
抑
制
に
よ
る
持
続
可
能

な
観
光
推
進
事
業
に
つ
い
て

な
観
光
推
進
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
産
業
観
光
課
）

Ｑ　
本
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事

　
　
業
か
。

Ａ　

富
士
山
に
向
か
う
観
光
客　

　
　

が
集
中
す
る
時
期
は
JR
大

　
　
月
駅
が
混
雑
し
て
い
ま
す
。　

　
　

観
光
客
を
駅
の
外
に
誘
導

　
　

す
る
こ
と
で
、
富
士
山
観

　
　

光
客
で
混
雑
す
る
状
況
が

　
　

分
散
さ
れ
、
そ
れ
が
オ
ー

　
　

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
策

　
　

に
繋
が
る
の
で
は
と
い
う

　
　

本
市
の
考
え
が
、
国
の
補

　
　

助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

　
　

た
も
の
で
す
。

Ｑ　
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ　

大
月
市
と
し
て
は
駅
か
ら

　
　

の
誘
導
の
手
段
を
作
り
た

　
　

い
と
思
っ
て
お
り
、
大
月

　
　

市
が
こ
ん
な
に
い
い
と
こ

　
　

ろ
だ
よ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

　
　

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
受
け
入
れ
体
制
も
必

　
　

要
な
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の

　
　

開
催
や
、
外
国
語
表
記
を

　
　

す
る
手
立
て
を
考
え
て
い

　
　

ま
す
。

Ｑ　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

　
　
つ
い
て
は
、
地
元
の
業
者
、

　
　
宿
泊
業
者
、
JR
大
月
駅
な

　
　
ど
、
様
々
な
対
策
を
し
て

　
　
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体
案

　
　
は
あ
る
か
。

Ａ　

誘
導
の
手
立
て
と
し
て
モ

　
　

デ
ル
コ
ー
ス
を
作
成
す
れ

　
　

ば
、
次
に
繋
げ
ら
れ
る
の

　
　

で
は
な
い
か
と
い
う
案
が

　
　

あ
り
ま
す
。
JR
大
月
駅
と　
　

　
　

は
、
駅
か
ら
人
を
誘
導
す

　
　

る
た
め
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

　
　

な
ど
に
力
添
え
を
い
た
だ

　
　

け
る
よ
う
協
議
を
し
て
お

　
　

り
ま
す
。

リ
フ
ト
付
き
自
動
車
購
入
補
助

に
つ
い
て 　

    （
福
祉
介
護
課
）

Ｑ　
車
両
購
入
時
の
補
助
額
は
。

Ａ　

車
両
の
本
体
価
格
と
リ
フ

　
　

ト
を
取
り
付
け
る
た
め
の

　
　

改
造
費
の
合
計
額
、
最
大

　
　

３
５
０
万
円
ま
で
が
補
助

　
　

と
な
り
ま
す
。

　
　

補
助
率
は
１
／
２
で
、
県

　
　

と
市
で
負
担
し
ま
す
。
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委員長

相
そ う ま

馬　力
ちから

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
８
案
件
を
審
査
す

る
た
め
、
９
月
19
日
、
20
日
、
24
日
の

都
合
３
日
、
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
経
過
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

監
査
委
員
か
ら
決
算
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
課
等
部
署
別
の
審

査
と
し
、
担
当
部
課
長
等
か
ら
説
明
を

受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
終
了
後
、
各
決
算
認
定
別
に
採

運
営
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
求
め
る

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
お

願
い
し
た
い
。

　

３
点
目
は
、
令
和
６
年
度
予
算
審
査

特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
で
も
要
望
い

た
し
ま
し
た
が
、
市
が
保
有
す
る
土
地

に
つ
い
て
は
、
売
却
や
賃
貸
等
を
含

め
た
さ
ら
な
る
利
活
用
策
の
検
討
を
、　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
の

向
上
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
有
効

活
用
、
運
営
改
善
を
、
学
校
用
地
に
つ

い
て
は
、
閉
校
跡
地
等
も
含
め
た
適
正

決
を
行
い
、
認
定
第
２
号
「
令
和
５
年

度
大
月
市
大
月
短
期
大
学
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
の
件
」
か
ら
認
定
第

８
号
「
令
和
５
年
度
大
月
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出 

決
算
認

定
の
件
」ま
で
の
７
会
計
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
定
第
１
号
「
令
和
５
年
度 

大
月
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
、
各
委
員
か
ら
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
内
、

主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
国
の
法
律
が
昨
年
変
わ

っ
た
こ
と
か
ら
、空
き
家
に
関
し
て
は
、

管
理
不
全
空
家
へ
の
対
応
と
利
活
用
可

能
な
空
き
家
に
つ
い
て
の
両
面
を
、
現

在
策
定
中
の
空
家
等
対
策
計
画
へ
し
っ

か
り
反
映
さ
せ
、
今
後
の
対
応
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

２
点
目
は
、
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ

た
大
月
市
立
中
央
病
院
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。
大
月
市
立
中
央
病
院
の
経
営

  

◆  

反
対
討
論
（
要
旨
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

藤
本　
実　
議
員

　
借
金
返
済
に
し
て
も
、
市
役
所
本
庁
舎
の
建
替
え
に
し
て
も
、
中
期
財
政
計
画
に
位

置
づ
け
、市
議
会
や
市
民
が
検
証
で
き
る
よ
う
に
し
て
こ
そ
市
民
参
加
も
得
ら
れ
ま
す
。

市
民
は
我
慢
す
る
だ
け
、
財
政
健
全
化
の
実
績
は
市
長
の
も
の
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

一
体
感
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
財
政
運
営
の
是
正
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
、
定
住
促
進
住
宅
「
エ
ル
ム
ー
ン
駒
橋
」
へ
の
入
居

者
数
が
増
加
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
附
金
に
つ
い
て
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
も
取
り
組
み
、
前
年
度
比
２
億
４
千
万
円
余
り
の
増
加
が
図
ら
れ
、
健
全
化
判
断
比

率
等
も
改
善
が
み
ら
れ
ま
す
。
令
和
７
年
度
に
は
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
も
打
ち
出

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
に
期
待
し
賛
成
と
し
ま
す
。

「
令
和
５
年
度 

大
月
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」
の
件
に
対
す
る
討
論

  

◆  
賛
成
討
論
（
要
旨
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　
　
　

 

鈴
木
康
揮　
議
員

な
管
理
と
跡
地
の
活
用
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、
新
し
い
組
織
に
期
待
い
た
し

ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
今
後
の
行

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
お
願
い

し
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

決
算
状
況
の
詳
細
は
、
広
報
お
お

　

 

つ
き
10
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

副委員長

鈴
す ず き

木　竜
りゅうじ

児
令
和
５
年
度
決
算
を
認
定

  

令
和
５
年
度

            

決
算
審
査
特
別
委
員
会

            

委
員
長
報
告
（
要
旨
）
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　   ふるさと大月応援寄附金について　　　　　　

   

決算審査特別委員会における主な論点 Q ＆Ａ　　

　    健康診断について　　　　　　　　　　　    　

　   市営住宅のテナントの状況について　　　　　

　   指定避難所における環境について　    　　　    

　    英語検定助成金交付制度　　　　　　　　　   

Ｑ　受診率向上と予
約システムの導入状
況について伺う。

Ｑ　空調設備が整った
体育館がやまびこ支援
学校にあるが、災害時
の避難所として使用す
る考えは。

Ｑ　大月市の強みを活
かした返礼品調達の取
組は。

Ｑ　エルムーン駒橋の
１階店舗貸出部分は、
どのように入居を進め
ているか。

Ｑ　英語検定助成金交
付制度の助成金交付状
況は。

Ａ　返礼品の数を増やすよりも、売れるものを
調達するのが一番の近道だと思っております。
人気商品は現在もシャインマスカットですので、
市内で生産ができればと思っております。他に
も、米などの第一次産業品や、日常生活品も人
気がありますので、県の共通返礼品の情報も集
めながら検討してまいります。

Ａ　エルムーン駒橋の１階部分は、２店舗が入
居できるような形になっております。コインラ
ンドリー事業をやりたいというお話しをいただ
いており、１店舗目の入居は予定が付いており
ます。

Ａ　令和５年度の英語検定助成費の支出につき
ましては、小学校 19 件、合計額 37,500 円を支
出しております。中学校は 89 件、286,700 円
を支出しております。

Ａ　県立の学校ですので、指定避難所にするか
どうかは慎重に検討しております。現在は、協
定を締結して学校解放の協力をして頂けること
となっております。

※市内小中学校の体育館に避難した場合、学校
の Wi-Fi を開放し、活用可能となっている。

　   空き家対策について　　　　　　　　　　　　
Ｑ　現在策定中の空
家等対策計画におけ
る空き家活用の考え
は？

Ａ　現在、移住定住の対策を進めております。
その中で、空き家の活用についてのリフォーム
補助や、年代など、様々な観点から検討を進め
てまいります。

Ａ　現在、健診については電話予約が主流です
が、オンライン予約システムの導入が求められ
ております。県のオンラインシステムの導入に
向けた補助金などの活用も検討しながら、受診
率向上に向けた体制整備をしていきたいと考え
ております。すでにネット予約を導入しており
ますバス検診においては、約７割の方がネット
予約をからの受診となっております。
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種別 議案番号

　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　　
             案　件　名

　
萩
　　
原

剛

小
原

丈
司

山
田

善
一

藤
本

実

山
田

政
文

相
馬

力

鈴
木

基
方

棚
本

晃
行

山
地

　
渉

鈴
木

康
揮

鈴
木

竜
児

天
野

築

結

果

条例

第 46 号  大月市部設置条例中改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 47 号  大月市職員定数条例中改正の件

第 48 号  大月市国民健康保険条例中改正の件

第 49 号  大月市簡易水道事業給水条例中改正の件

第 50 号  大月市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条 　  
 例中改正の件

補正
予算

第 51 号  令和６年度 大月市一般会計補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 52 号  令和６年度 大月市国民健康保険特別会計補正予算

 （第１号）

第 53 号  令和６年度 大月市簡易水道事業会計補正予算（第１号）

第 55 号  令和６年度 大月市一般会計補正予算（第３号）

その他 第 54 号  市道の路線変更認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定

認定第１号  令和５年度 大月市一般会計歳入歳出決算認定の件 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○

認定

認定第２号  令和５年度 大月市大月短期大学特別会計歳入歳出決算
 認定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号  令和５年度 大月市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
 認定の件

認定第４号  令和５年度 大月市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定
 の件

認定第５号  令和５年度 大月市下水道特別会計歳入歳出決算認定の
 件

認定第６号  令和５年度 大月市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
 の件

認定第７号  令和５年度 大月市介護サービス特別会計歳入歳出決算
 認定の件

認定第８号  令和５年度 大月市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
 算認定の件

請願 第２号
 加配定数の振り替えによらない小学校 35 人学級の実施、
 中学校での 35 人学級の実施、教職員定数改善、及び義
 務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

意見書 第１号
 加配定数の振り替えによらない小学校 35 人学級の実施、
 中学校での 35 人学級の実施、教職員定数改善、及び義
 務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和６年第３回（９月）議決結果等一覧表             
　　　　　　　賛成 ○　　反対 ●　　退席 ―　　欠席／　　　　※奥脇 一夫 議長を除く
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市
政
を
問
う

９月定例会

代表質問・一般質問
　代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に対する方針などをただ
したり、報告を求めたりするもので、各定例会で行われます。

代表質問
（１）鈴木基方　議員　（自由民主党）　　　　　  　　　   　　　          10 ページ
　　　①空き家対策について
　　　②オーバーツーリズムに係る観光推進事業選定について

（２）山地　渉　議員　（大月の新しい風）   　 　　 　　　　　　　      11 ページ
             ①ホームページのお問合せボタンの活用法は
             ②不登校児童生徒の対策・各種団体への支援策は

一般質問

（４）棚本晃行　議員　（（山と川の街大月）　　　　　   　　 　　         13 ページ

             ①高齢者の見守り体制の見直し充実を

（５）藤本　実　議員　（日本共産党　所属）　　　　　　　      　      　14 ページ      
             ①避難所の在り方を改善する考えは
　　　②大規模地震災害時の指定避難所等の在り方は

ズバリ
  ！

市議会のページは
コチラから

（６）鈴木康揮　議員　（公明党　所属）　　　　　                        　　　 15 ページ  

             ①迷惑行為防止条例の周知について

　本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
　詳しい内容については、会議録（12 月上旬発行予定）を図書館及び市のホー
ムページで閲覧することができます。

（３）天野　築　議員　（大月の新しい風）　関連質問 　　　　　   　   12 ページ
             ①大月市に誘致する観光客のターゲット層はどこか
             ②避難所における AED の設置状況は
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Q 

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
係

る
観
光
推
進
事
業
選
定
に
つ

い
て

A 

地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
部
分
が
他
地
域
へ
の
モ
デ

ル
に
な
り
得
る
と
評
価

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
未
然
防
止
・
抑
制
に
よ

る
持
続
可
能
な
観
光
推
進

事
業
二
次
公
募
「
先
駆
モ

デ
ル
地
域
型
」
の
選
定
の

経
緯
と
、
事
業
の
展
開
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込

み
に
向
け
た
考
え
は
。

代  

表  

質  

問

に
よ
っ
て
、
富
士
山
周
辺
観
光

地
へ
の
観
光
客
分
散
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
協
力
団

体
と
し
て
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
の
交
通
事
業
者
が
参
加
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

と
い
っ
た
部
分
が
他
地
域
へ
の

モ
デ
ル
に
な
り
得
る
先
駆
性
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き

計
画
を
策
定
し
、
国
で
の
審
査

を
受
け
た
後
、
鉄
道
事
業
者
と

の
協
業
に
よ
る
主
要
駅
な
ど
へ

富
士
山
玄
関
口
と
し
て
の
本
市

を
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出

な
ど
に
よ
る
誘
導
の
ほ
か
、
各

連
携
事
業
者
と
協
業
し
、
市
内

に
滞
在
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

答
産
業
建
設
部
長

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
令
和
５
年
12
月
13

日
よ
り
施
行
さ
れ
、
特
定
空
家

等
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
空
き

家
等
を
管
理
不
全
空
家
等
と
す

る
規
定
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。　

問
　

現
状
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
状
況
に
な
い
本
市
に
お
い

て
、
富
士
山
周
辺
観
光
に
向
か

う
外
国
人
観
光
客
や
首
都
圏
に

戻
る
外
国
人
観
光
客
が
大
月
駅

に
て
乗
り
換
え
る
際
の
待
ち
時

間
に
町
な
か
へ
誘
導
し
、
少
し

で
も
滞
在
し
て
い
た
だ
く
こ
と

問答
市
長

　
空
き
家
対
策
に
関
す
る

法
改
正
と
大
月
市
空
家
等

対
策
計
画
の
運
用
、
管
理

不
全
空
家
の
考
え
方
と
今

後
に
つ
い
て
伺
う
。

10

鈴
す ず き

木　基
もとかた

方

自由民主党

　
　
　

再　
質　
問

　

大
月
市
以
外
に
山
形
県
尾
花

沢
市
、
埼
玉
県
秩
父
市
、
岐
阜

県
高
山
市
、
香
川
県
小
豆
郡
小

豆
島
町
、
沖
縄
県
で
あ
り
ま
す
。

問
　
こ
の
事
業
に
選
定
さ
れ

た
全
国
６
地
域
は
。

答
産
業
観
光
課
長

Q 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

A 

早
急
に
第
２
期
大
月
市
空
家

等
対
策
計
画
の
策
定
を
行
う

管
理
不
全
空
家
等
に
認
定
後
は
、

本
市
か
ら
指
導
・
勧
告
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、

放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
著
し
く
保

安
上
危
険
と
な
る
状
態
、
著
し

く
衛
生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
状
態
、
著
し
く
景
観
を

損
ね
て
い
る
状
態
、
そ
の
他
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切

で
あ
る
状
態
が
回
避
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
早
急
に
第
２

期
大
月
市
空
家
等
対
策
計
画
策

定
を
行
い
、
管
理
不
全
空
家
等

対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

所
要
時
間
ご
と
の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
選
定
や
既
存
の
案
内
マ
ッ

プ
な
ど
の
多
言
語
化
表
記
な
ど

の
事
業
化
、
大
月
商
店
街
協
同

組
合
と
連
携
し
て
、
外
国
語
表

記
の
案
内
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

開
催
し
、
受
入
れ
態
勢
を
整
え

る
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ら
事
業
を
通
じ
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
取
り
込
み
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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Q 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ

ボ
タ
ン
の
活
用
法
は

A 

写
真
添
付
機
能
を
追
加
す
る

予
定
あ
り

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問

合
せ
ボ
タ
ン
は
市
民
か
ら

の
問
合
せ
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
情
報
を
収
集
で
き

る
窓
口
で
あ
り
、
見
る
人

に
目
立
つ
よ
う
に
し
、
活

用
方
法
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
写
真
添
付
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
お
考
え

は
。

問

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
対

策
も
含
め
、
子
供
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
、
健
全
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
学

校
以
外
の
各
種
団
体
サ
ー

ク
ル
活
動
、
例
え
ば
子
ど

も
食
堂
な
ど
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
市
民
生
活
部
長

代  

表  

質  

問

答
秘
書
広
報
課
長

不
登
校
児
童
生
徒
の
対

策
・
各
種
団
体
へ
の
支

援
策
は

Ｑ
活
動
の
情
報
発
信
の
支

援
、
運
営
に
対
す
る
協

力
を
し
て
ま
い
り
た
い

Ａ

　

市
民
の
皆
様
が
容
易
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
一
角
に
移
行
す
る
方

針
で
す
。
早
期
に
改
善
策
を
講

じ
、
よ
り
使
い
や
す
い
形
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
お
問
合
せ
ボ
タ
ン
機

能
に
は
、
写
真
添
付
機
能
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
能
を
追

加
す
る
改
修
を
行
う
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

通
報
時
に
写
真
を
添
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
で

適
切
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
登
山
道
に
関
す

る
通
報
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

お
問
合
せ
ボ
タ
ン
だ
け
で
な
く
、

観
光
情
報
ペ
ー
ジ
に
専
用
の
投

稿
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
る
こ
と
や
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
通
報
方

法
の
導
入
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
利
便
性
と
迅
速
な

対
応
を
最
優
先
に
、
今
後
の
具

体
的
な
実
施
に
つ
い
て
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
団
体
サ
ー
ク
ル
に
お
い

て
は
、
そ
の
実
情
を
全
て
把
握

で
き
て
い
な
い
状
況
で
も
あ
り

ま
す
が
、
運
営
団
体
の
個
々
の

活
動
の
情
報
発
信
な
ど
の
支
援

や
、
そ
の
活
動
の
中
で
困
り
事

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
協
議

す
る
な
ど
、
行
政
と
し
て
支
援

で
き
る
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

運
営
に
対
す
る
協
力
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
月
市
HP
画
像
（
モ
バ
イ
ル
版
）

山
や ま じ

地　 渉
わたる

大月の新しい風

問　
歴
史
・
文
化
・
芸
能
活

　
　
動
の
活
用
方
法
に
つ
い

　
　
て

問　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム・

　
　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー　
　

　
　
リ
ズ
ム
の
可
能
性
に
つ

　
　
い
て

問　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

　
　
導
入
に
つ
い
て

問　
子
育
て
世
帯
応
援
交
付

　
　
金
の
財
政
措
置
は

問　
公
共
施
設
に
関
す
る
利

　
　
便
性
向
上
に
つ
い
て
の　

　
　
要
望
書
の
対
応
に
つ
い

　
　
て

問　
施
設
利
用
者
に
対
す
る

　
　
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

　
　
備
に
つ
い
て

問　
個
人
カ
ー
ド・団
体
カ
ー

　
　
ド
の
導
入
の
予
定
・
見

　
　
解
は

問　
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織

　
　
の
充
実
及
び
拡
大
を
支

　
　
援
す
る
方
法
は

    

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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Q 

大
月
市
に
誘
致
す
る
観
光
客

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
ど
こ
か

A 

時
間
な
ど
に
ゆ
と
り
が
あ
り

富
士
山
周
辺
で
の
観
光
を
楽

し
み
た
い
外
国
人
観
光
客

　
大
月
市
が
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防
止
・

抑
制
に
よ
る
持
続
可
能
な

観
光
推
進
事
業
の
「
先
駆

モ
デ
ル
地
域
型
」
に
選
定

さ
れ
た
。

　
明
確
な
目
的
・
目
標
を

持
っ
て
事
業
を
実
施
し
て

い
く
た
め
に
も
、
大
月
市

に
誘
致
す
る
観
光
客
の
タ

答
産
業
建
設
部
長

問

　

本
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
未
然
防
止
・
抑
制
に
よ
る

持
続
可
能
な
観
光
推
進
事
業
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
大
月
駅
を
通

過
し
て
富
士
山
周
辺
観
光
を
目

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
避
難
所
が
散
見
さ

れ
る
が
、
避
難
所
に
お
け

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答

総
務
管
理
課
長

関   

連   

質  

問

　

現
在
、
本
市
が
管
理
し
て
い

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
22
か
所
の
公
共

施
設
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
う
ち
18
か
所
が
避
難
所
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

再　
質　
問

問
　
市
が
場
所
を
把
握
し
て

い
て
も
利
用
し
た
い
市
民

が
知
る
す
べ
が
な
い
こ
と

が
現
状
だ
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
ど
こ
に
あ
る

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
ど
こ
に
あ
る
か
分

か
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
で
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
す
る
場
面
に
お
い
て
は
、
１

１
９
番
通
報
し
、
救
急
車
の
出

動
を
要
請
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
た
め
、
通
報
の
際
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
場
所
や
使
用
方
法
を

案
内
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

答

消
防
課
長

的
と
す
る
外
国
人
観
光
客
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
具
体
的

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
、
旅

慣
れ
た
方
で
時
間
な
ど
に
ゆ
と

り
が
あ
り
、
富
士
山
周
辺
で
の

観
光
を
楽
し
み
た
い
外
国
人
観

光
客
を
取
り
込
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

当
然
、
本
市
に
訪
れ
て
い
た

だ
く
日
本
人
の
旅
行
客
の
方
々

へ
の
配
慮
に
も
意
を
尽
く
す
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光

資
源
ご
と
、
そ
の
需
要
に
合
わ

せ
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

大月の新しい風

天
あ ま の

野　 築
きずく

ー
ゲ
ッ
ト
層
は
ど
こ
か
に

つ
い
て
伺
う
。

Q 

避
難
所
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
状
況
は

A 

市
で
管
理
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
市

内
18
か
所
の
避
難
所
に
設
置

の
か
分
か
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。
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Q 

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
見

直
し
充
実
を

A 

体
制
強
化
は
必
要
で
あ
り
、

要
綱
制
定
を
進
め
、
地
域
全

体
で
の
見
守
り
体
制
も
検
討

　
市
内
の
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
は
２
，
１
９
７
人

と
年
々
増
加
し
て
お
り
、

市
内
で
は
毎
年
10
人
を
超

え
る
方
が
孤
独
に
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
。
現
役
世
代

の
人
口
が
減
少
し
、
高
齢

者
が
増
加
す
る
中
で
、
様

々
な
目
で
見
守
り
体
制
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
地
域
の
助
け

代  

表  

質  

問

答
福
祉
介
護
課
長

問

　

令
和
５
年
３
月
末
は
２
，
０

９
８
人
で
あ
っ
た
本
市
の
独
り

暮
ら
し
高
齢
者
が
、
令
和
６
年

３
月
末
で
は
２
，
１
９
７
人
と
、

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

孤
独
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
つ

い
て
も
警
察
や
民
生
委
員
を
通

じ
て
連
絡
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
本
市
の
高
齢
者
等
に
対

す
る
見
守
り
事
業
と
し
て
、
平

成
25
年
６
月
か
ら
ス
マ
イ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
開
始
し
、

み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
通

信
、
オ
レ
ン
ジ
登
録
制
度
の
３

つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
開
始

か
ら
10
年
経
過
し
、
市
、
警
察

及
び
事
業
所
等
の
連
携
体
制
等

に
変
更
が
あ
る
こ
と
、
孤
立
死

を
防
ぐ
体
制
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
今
後
高
齢
化
が
ま

す
ま
す
進
み
認
知
症
で
徘
回
す

る
可
能
性
の
あ
る
方
の
増
加
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、

今
ま
で
は
内
部
で
の
事
務
取
扱

い
基
準
を
定
め
て
対
応
し
て
い

た
３
事
業
に
つ
い
て
、
事
務
の

処
理
基
準
を
示
し
、
外
部
に
事

業
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
る

合
い
に
加
え
、
現
在
協
定

を
結
ん
で
い
る
組
織
や
事

業
者
に
よ
る
見
守
り
体
制

の
取
組
を
見
直
し
、
さ
ら

な
る
連
携
を
図
る
中
で
、

新
た
に
協
力
事
業
者
を
募

る
な
ど
、
体
制
の
充
実
を

図
り
、
地
域
全
体
を
網
羅

す
る
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

山と川の街大月

棚
たなもと

本　晃
あきゆき

行

・
市
長
の
所
信
に
つ
い
て

問　
学
校
給
食
費
無
償
化
に

　
　
向
け
た
財
源
確
保
策
は

問　
特
命
推
進
課
の
意
義
と

　
　
役
割
は

・
職
員
の
人
材
確
保
と
育
成

に
つ
い
て

問　
人
材
確
保
の
戦
略
は

問　
人
材
育
成
の
方
針
は

問　
専
門
人
材
の
確
保
対
策

　
　
は

・
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て　

問　
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
と

　
　
課
題
、
検
討
状
況
は

問　
消
防
指
令
事
務
の
共
同

　
　
運
用
に
お
け
る
効
果
と　
　

　
　
課
題
、
今
後
の
方
針
は

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問　
活
用
に
向
け
た
検
討
状

　
　
況
は

    

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

要
綱
と
し
て
制
定
す
る
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
み

ま
も
り
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
事
業
所
と
Ｓ

Ｏ
Ｓ
通
信
協
力
事
業
所
に
対
し

ま
し
て
も
、
見
守
り
事
業
の
再

確
認
と
継
続
し
て
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
事
業
概
要
の
チ
ラ
シ

等
に
よ
り
地
域
住
民
、
新
た
な

協
力
事
業
者
に
対
し
て
事
業
を

周
知
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
独
り
暮
ら
し
高
齢
者

や
生
活
弱
者
が
孤
立
し
な
い
よ

う
に
、
地
域
で
支
え
合
う
よ
う

な
体
制
の
確
立
、
地
域
共
生
社

会
を
念
頭
に
、
重
層
的
支
援
体

制
の
整
備
に
つ
い
て
先
進
的
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
参

考
に
地
域
全
体
で
多
種
多
様
な

事
業
者
と
地
域
住
民
が
関
わ
る

地
域
見
守
り
体
制
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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Q 

避
難
所
の
在
り
方
を
改
善
す

る
考
え
は

A 

避
難
所
の
環
境
改
善
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
で
き
た

　
一
番
つ
ら
い
思
い
を
す

る
被
災
者
の
待
遇
改
善
を

図
る
た
め
、
避
難
所
の
在

り
方
を
改
善
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

一  

般  

質  

問

答
総
務
管
理
課
長

問

問

大
規
模
地
震
災
害
時
の

指
定
避
難
所
等
の
在
り

方
は

Ｑ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち

に
寄
り
添
う

Ａ答
総
務
管
理
課
長

　

避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
の

避
難
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
で

す
が
、
地
域
防
災
計
画
に
お
い

て
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住

ま
い
に
被
害
を
受
け
た
方
が
一

時
的
に
滞
在
で
き
る
場
所
と
し

て
、
指
定
避
難
所
を
開
設
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

住
ま
い
を
失
っ
た
方
の
住
む
場

所
を
提
供
す
る
た
め
、
仮
設
住

宅
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　  市議会だより　第 176 号

日本共産党　所属
藤
ふじもと

本　 実
みのる

　
大
規
模
地
震
災
害
時
に

は
避
難
が
長
期
化
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
宿
泊

施
設
と
の
連
携
や
国
、
県

等
と
の
広
域
連
携
も
踏
ま

え
、
大
月
市
で
は
指
定
避

難
所
等
の
在
り
方
を
ど
う

検
討
し
て
い
る
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
完
成
ま
で

に
は
数
か
月
か
か
る
た
め
、
避

難
所
で
の
避
難
生
活
が
長
期
に

及
ぶ
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
と
、

東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地

震
で
も
多
く
見
ら
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
災
害
関
連
死
も
心
配
さ
れ

ま
す
。
慣
れ
な
い
避
難
所
生
活

へ
の
負
担
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ

よ
う
、
生
活
環
境
が
整
っ
た
避

難
先
と
し
て
、
市
営
住
宅
の
活

用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
ホ
テ
ル
や
市
外
へ
の
避
難

も
可
能
と
な
る
よ
う
、
ホ
テ
ル

事
業
者
や
県
内
市
町
村
及
び
県

外
９
市
と
災
害
協
定
を
締
結
し

て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
、
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
、
少
し
で
も
不
安
や
負

担
を
取
り
除
け
る
よ
う
な
支
援

と
併
せ
、
国
、
県
と
連
携
し
な

が
ら
復
興
に
向
け
た
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

横
た
わ
る
場
合
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の
エ
ア
マ
ッ
ト
の
配

備
や
、
避
難
所
の
情
報
収
集
や

ス
ト
レ
ス
軽
減
を
図
る
た
め
、

Ｗ
i
―
Ｆ
i
環
境
の
開
放
を
し

て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
着

が
え
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保

護
す
る
た
め
の
簡
易
テ
ン
ト
の

配
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
末
か
ら
９
月
初

め
に
か
け
て
襲
来
し
た
台
風
10

号
の
影
響
に
伴
い
開
設
し
た
避

難
所
に
お
い
て
は
、
暑
さ
対
策

と
し
て
冷
房
設
備
の
あ
る
学
校

の
多
目
的
室
や
公
民
館
を
開
放

し
、
避
難
さ
れ
た
方
か
ら
過
ご

し
や
す
か
っ
た
と
い
う
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
実
際
に

避
難
さ
れ
た
方
々
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
避
難
所
の
環
境
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
防
災
担
当
で
は
、

避
難
所
の
環
境
改
善
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
組
内
容
は
、
床
に
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Q 

迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
周
知

に
つ
い
て

A 

山
梨
県
と
協
調
し
て
迷
惑
行 

為
の
防
止
に
つ
い
て
周
知
啓

発
を
行
う

　
山
梨
県
で
も
迷
惑
行
為

防
止
条
例
を
施
行
し
て
い

る
。
あ
ら
か
じ
め
人
々
に

そ
の
よ
う
な
条
例
が
あ
る

こ
と
を
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
２
点
に

つ
い
て
伺
う
。

　
観
光
客
や
業
務
等
で
当

市
を
訪
れ
る
人
へ
の
迷
惑

行
為
防
止
条
例
の
周
知
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど

問

一  

般  

質  

問

答
市
民
課
長

鈴
す ず き

木　康
こ う き

揮
公明党　所属

　

山
梨
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例

は
、
昭
和
39
年
２
月
に
施
行
さ

れ
た
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か

け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
が
一
部
改
正

さ
れ
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
条

例
名
が
山
梨
県
迷
惑
行
為
防
止

条
例
に
改
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

一
部
の
行
為
に
つ
い
て
規
制
や

罰
則
が
強
化
さ
れ
、
嫌
が
ら
せ

行
為
の
禁
止
が
新
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

観
光
客
や
業
務
等
で
本
市
を

訪
れ
る
人
及
び
市
民
に
対
し
て
、

山
梨
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の

さ
ら
な
る
周
知
や
啓
発
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
山
梨
県
に
対
し
て
外
国
語

に
よ
る
当
条
例
の
概
要
版
作
成

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
条

例
の
リ
ン
ク
を
貼
る
こ
と
に
よ

り
、
山
梨
県
と
協
調
し
て
迷
惑

行
為
の
防
止
に
つ
い
て
周
知
啓

発
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

再　
質　
問

　
大
月
市
で
は
、
騒
音
防

止
条
例
を
独
自
の
見
解
で

施
行
し
て
い
る
。
県
の
条

例
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
部

分
や
、
当
市
で
の
対
応
が

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
な

ど
の
事
象
に
つ
い
て
、
今

後
、
当
市
独
自
の
条
例
等

を
施
行
公
布
す
る
考
え
が

あ
る
か
伺
う
。

問答
市
民
課
長

　

社
会
情
勢
と
と
も
に
迷
惑
行

為
の
内
容
も
変
わ
っ
て
く
る
場

合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
県
の

条
例
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

　
ま
た
、
旅
行
者
以
外
で

も
迷
惑
行
為
防
止
条
例
に

つ
い
て
内
容
を
把
握
し
て

い
な
い
方
々
が
い
る
よ
う

だ
が
、
周
知
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
お
考
え
が
あ
る

か
伺
う
。

や
当
市
で
の
対
応
が
余
儀
な
く

さ
れ
た
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。



編集後記
　先日、弁論大会に参加された日本
で働く若き外国人の皆さまと意見交
換会をさせていただきました。皆さ
ん母国を離れて懸命に働いていらっ
しゃいます。私も海外では言葉で困
ることがたくさんありました。外国
人観光客、働く外国人の方々も増え
ている大月市ですが、お互いに良い
コミュニケーションができる環境を
作っていけたらもっと楽しい街にな
ると思っています。
（担当：山地　渉）
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議会日誌
８月（後半）

23 日  議会運営委員会

 令和６年第３回（９月）市議会定例会  開会

あなたも
本会議を傍聴しませんか

Editorial n
ote

　議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名な
どを記入するだけで出来ます。 　
　詳しいことは、議会事務局へお問い合
わせください。
※感染症拡大等の状況により自粛をお願
いする場合があります。

市議会広報委員会からのお知らせ
市議会広報委員会では、市民の皆様に親しまれ、愛される紙面づくり
に努めておりますが、さらに見やすく、読みやすい紙面づくりのために、
市民の皆様の貴重なご意見・ご感想を議会事務局までお寄せ下さい。

９月

10月

この市議会だよりは、環境保護のため、再生紙・植物性インキを使用しています。

30 日  全員協議会

19 日  市議会広報委員会

18 日
 市議会広報委員会
 社会文教常任委員会

17 日  総務産業常任委員会
12 日  代表質問・一般質問

19 日  決算審査特別委員会
20 日  決算審査特別委員会

15 日

25 日

 議員定例懇談会

 山梨県市議会議長会 第 272 回定期総会
 関東市議会議長会正副会長会議・支部長会議 第１回理事会

13 日  意見交換会（外国人弁論大会参加者と市議会）

24 日  決算審査特別委員会

12 月定例会の日程（予定）
●開 会 日
●代表質問　　　  
●一般質問
●一般質問（予備日）　　　  
●閉 会 日　　　  
※ 詳細は議会事務局にお問い合わせく　
　 ださい。

　11 月 29 日
　12 月 12 日　　  
　　〃
　12 月 13 日　　　  
　12 月 19 日　　　  

26 日  議会運営委員会

 令和６年第３回（９月）市議会定例会  閉会

29 日  市議会広報委員会

 決算審査特別委員会

 全員協議会

  ※　議員は、あいさつ状（年賀状など）を出すことが
      公職選挙法で禁止されています。
　　（自筆による答礼は除く）


